
第1３回 図書館総合歴史講座 

主催：小田原市立図書館 

    柳沢孝子 
開智国際大学教授 

 当日は公共交通機関をご利用ください。 

◎募集人員  ８０名 （申込み先着順） 

◎参加費用  無料 

◎申込方法  下記申込先にメールまたは電話 

◎申込先   電話：0465-24-1055（小田原市立図書館） 

          メール：tosho@city.odawara.kanagawa.jp 

小田原市立図書館所蔵牧野信一資料を中心に 

文学資料で紐解く牧野信一 
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 自筆原稿「サクラの花びら」 早稲田大学院文学研究科（日本文学）博士後

期課程満期退学。現在、開智国際大学リベラ

ルアーツ学部総合文化学科教授。研究領域

は、大正期及び昭和初期の主として私小説。

単著は『牧野信一 ―イデアの猟人』（小沢書

店、平成２年）、『私小説の諸相―魔のひそ

む場所』（双文社出版、平成２２年）、編著

は『宇野浩二と牧野信一 夢と語り』（有精

堂出版、昭和６３年）など、主要な論文は

「宇野浩二『思ひ草』論」（『日本橋学館大

学紀要』７号、平成２０年）、「牧野信一 

足柄幻想―不安の形象化」（『国語と国文

学』９０巻６号、平成２５年）ほか多数。 

会場アクセス：ＪＲ鴨宮駅から徒歩約10分 

小田原出身の小説家。旧小田原中学校を経て、早稲田大学 

英文学科を卒業。代表作には「爪」「父を売る子」「ゼー

ロン」「バラルダ物語」「鬼涙村」などがある。初期は私

小説風の作品群で知られ、のちに幻想小説に転じた。 

 やなぎ    さわ     たか    こ 

まきの  しんいち 

講師 

牧野信一（明治２９年‐昭和１１年） 


